
荒川区立第一中学校

ホームページ https://www.aen.arakawa.tokyo.jp/ARAKAWA-1-J/

■ 沿革 ■ 案内図
昭和２２年 ５月 ３日 東京都第一荒川高等小学校にて開校

１２月１２日 普通教室６教室の増築工事完成

昭和２５年 ８月２４日 ２３教室の新校舎完成

昭和２９年 ５月 １日 荒川区中学校心身障害学級（特別支援

学級）開設

昭和３１年 ３月１５日 校舎増築６教室と図書館の落成式

昭和３４年 ９月 １日 荒川区立南千住中学校が独立校として

本校より分離

昭和３６年 ６月１０日 鉄筋校舎１２教室竣工。６月１０日を

開校記念日とする

昭和４５年 ３月３１日 第三期校舎増改築工事完了

昭和４９年 ２月１９日 教育機器利用研究発表会

昭和６３年 ６月３０日 校舎防球金網の改修

平成 ６年 ２月 １日 体育館・プール改築工事完了

平成１２年 １２月 １日 耐震工事完了

平成１９年 １０月２７日 創立６０周年記念式典

平成２１年 ９月３０日 理科室・美術室・廊下改修工事完了

平成２９年 10月28日 創立７０周年記念式典

平成３１年 ２月 ６日 東京都人権尊重教育推進校発表会

令和 ２年 ２月１０日 令和元年度東京都共助社会づくりを

進めるための社会貢献大賞特別賞受賞

令和 ３年 ２月 ３日 東京都人権尊重教育推進校発表会（紙面発表）

令和 ３年 ４月 １日 Ｉ－ＣＬＡＳＳ（特別支援教室）開設

令和 ４年 ５月２１日 春季善行表彰（環境美化）受賞

令和 ４年 １１月１６日 東京都青少年健全育成功労者等 受賞

令和 ５年 １月 ６日 第 19 回ふれあい感謝状 21 受賞

〒116-0002 荒川区荒川1-30-1 電話03-3891-8354(職員室) fax 03-3801-9818 

ARAKAWA DAI1 JUNIOR HIGH SCHOOL 校校長長 小小 柴柴 憲憲 一一 

ホームページ https://www.aen.arakawa.tokyo.jp/ARAKAWA-1-J/

青果店

都電荒川線 荒川一中前停留場より徒歩１分

東京メトロ日比谷線 三ノ輪駅より徒歩９分

都営バス 荒川一丁目停留所より徒歩３分

（日暮里駅発 里 22 亀戸駅行）
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昭和３４年 ９月 １日 荒川区立南千住中学校が独立校として

本校より分離

昭和３６年 ６月１０日 鉄筋校舎１２教室竣工。６月１０日を

開校記念日とする

昭和４５年 ３月３１日 第三期校舎増改築工事完了
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平成 ６年 ２月 １日 体育館・プール改築工事完了

平成１２年 １２月 １日 耐震工事完了

平成１９年 １０月２７日 創立６０周年記念式典

平成２１年 ９月３０日 理科室・美術室・廊下改修工事完了

平成２９年 10月28日 創立７０周年記念式典

平成３１年 ２月 ６日 東京都人権尊重教育推進校発表会

令和 ２年 ２月１０日 令和元年度東京都共助社会づくりを

進めるための社会貢献大賞特別賞受賞

令和 ３年 ２月 ３日 東京都人権尊重教育推進校発表会（紙面発表）

令和 ３年 ４月 １日 Ｉ－ＣＬＡＳＳ（特別支援教室）開設

令和 ４年 ５月２１日 春季善行表彰（環境美化）受賞

令和 ４年 １１月１６日 東京都青少年健全育成功労者等 受賞

令和 ５年 １月 ６日 第 19 回ふれあい感謝状 21 受賞

〒116-0002 荒川区荒川1-30-1 電話03-3891-8354(職員室) fax 03-3801-9818 

ARAKAWA DAI1 JUNIOR HIGH SCHOOL 校校長長 小小 柴柴 憲憲 一一 

青果店

都電荒川線 荒川一中前停留場より徒歩１分

東京メトロ日比谷線 三ノ輪駅より徒歩９分
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目目指指すす生生徒徒像像  

指指導導のの重重点点  

 

  

  

  

        

  

ススロローーガガンン  ああいいささつつのの一一中中  ボボラランンテティィアアのの一一中中  歌歌うう一一中中  
①① 生生徒徒のの個個性性がが尊尊重重さされれ、、豊豊かかなな人人間間関関係係のの中中でで学学べべるる学学校校  
②② 将将来来にに夢夢ををももちち、、そそのの実実現現にに努努めめるる意意欲欲とと態態度度をを育育ててるる学学校校  
③③ 社社会会人人ととししててのの規規範範意意識識のの習習得得やや、、集集団団でで生生ききるる姿姿勢勢をを学学べべるる学学校校  
④④ 学学習習のの基基礎礎・・基基本本をを確確実実にに身身にに付付けけ、、主主体体的的にに学学ぶぶ力力をを培培うう学学校校  
⑤⑤ 課課題題解解決決ののたためめのの協協働働体体制制がが確確立立さされれたた、、組組織織ととししててのの学学校校  
⑥⑥ 保保護護者者・・地地域域のの信信託託にに応応ええ、、地地域域とと連連携携ししたた教教育育をを推推進進すするる学学校校  

  
  
 
  

①① 人人間間尊尊重重のの精精神神をを基基調調ととしし人人間間性性豊豊かかなな生生徒徒  ⇒⇒  「「人人権権尊尊重重教教育育推推進進校校」」  
②② 心心身身ととももにに健健全全なな生生徒徒、、社社会会人人ととししてて必必要要なな所所作作「「ああいいささつつ」」・・「「時時間間をを守守るる」」・・「「身身だだししななみみにに気気をを付付けけ
るる」」をを実実践践ででききるる生生徒徒  ⇒⇒  「「ああいいささつつのの一一中中」」  

③③ 思思いいややりりががあありり、、「「気気づづきき、、考考ええ、、実実行行すするる」」生生徒徒  ⇒⇒  「「青青少少年年赤赤十十字字（（ＪＪＲＲＣＣ））全全校校加加盟盟校校」」  
④④ 地地域域のの一一員員ととししててすすすすんんでで地地域域にに貢貢献献ででききるる生生徒徒  ⇒⇒  「「ボボラランンテティィアアのの一一中中」」  
⑤⑤ 行行事事（（運運動動会会、、学学習習発発表表会会、、合合唱唱ココンンククーールル等等））にに全全力力でで取取りり組組むむ生生徒徒  ⇒⇒  「「歌歌うう一一中中」」  

  

  
  
  

学学校校パパワワーーアアッッププ事事業業をを活活用用ししたた取取組組  
〔〔学学力力向向上上ママニニフフェェスストト〕〕  
学びの“場”を保障する学校 
づくりで、確かな学力を育成 
 
学学びび方方指指導導とと家家庭庭学学習習のの定定着着  
・スタディサプリを活用した 
 家庭学習の定着化 
・プレゼンテーション能力の育成 
 
自自己己達達成成感感・・自自己己効効力力感感のの育育成成  
・各種検定の合格支援と毎学期 
 の学習コンテストで自己達 
 成感と自己効力感を育成 
  
ＩＩＣＣＴＴ機機器器活活用用のの充充実実  
・ＩＣＴ機器やデジタルコンテ 
 ンツを活用した授業の充実 
 
学学校校図図書書館館のの活活用用  
・学校図書館資料を活用した 
 授業を充実させ、語彙力、 
 読解力、表現力を育成 
 
特特別別支支援援学学級級へへのの支支援援  
・漢字検定の検定料を１回負担 
 し、自己達成感を育成 

〔〔創創造造力力ああふふれれるる教教育育のの推推進進〕〕  
文化的で教養のある学校 
づくりで、豊かな人間性を育成 
 
「「歌歌うう一一中中」」のの充充実実  
・音楽専門家の指導による合唱 
 のレベルアップと情操教育の 
 充実 
  
日日本本のの伝伝統統文文化化教教育育のの充充実実  
・三味線の専門家による指導と 
 体験授業の実施 
 
道道徳徳教教育育のの充充実実  
・道徳授業の充実を図るため、 
 道徳授業地区公開講座に 
 講師を招き、テーマに沿った 
 講演の実践 
 
外外部部人人材材のの活活用用  
・マナー教室や進路講演会、 
 保健講座等の実施 

〔〔未未来来をを拓拓くく子子どどもものの育育成成〕〕  
関わりを大切にする学校 
づくりで、社会の一員として 
の力を育成 
  
「「ああいいささつつのの一一中中」」のの伝伝統統継継承承  
・「感謝」「返事」「言葉づかい」を 
 基本とした生活習慣 
 の確立 
  
校校内内ハハロローーワワーーククのの充充実実  
・生徒が選択する職業講話開催 
 によるキャリア教育の推進 
 
安安心心・・安安全全なな学学級級づづくくりり  
・Ｑ－Ｕ（よりよい学校生活と 

  友達づくりのためのアンケート）  
  を活用した集団づくり 
  
防防災災教教育育のの充充実実  
・助けられる人から助ける人へ 
 
環環境境学学習習のの推推進進  
・ペットボトルキャップ回収運動 
 
「「ボボラランンテティィアアのの一一中中」」のの推推進進  
・毎朝の清掃活動、地域行事や 
 各種ボランティア活動への積極 
 的な参加 

 

目目指指すす学学校校像像  

− 31 −

第
一
中
学
校



 東東京京都都教教育育委委員員会会「「人人権権尊尊重重教教育育推推進進校校」」  

 本校は、長年にわたり東京都教育委員会より「人権尊重教育推進校」の指定を受け人権教育に取り組んでいま

す。これからの時代を生きる生徒たちにとって、人権意識を磨き人権課題を正しく理解するだけでなく、その解消

に向けて自ら考える態度と、具体的に今自分ができる行動につなげる実践力が必要となってきます。そうした“気

づき、考え、実行する”ことのできる生徒の育成のため、本校では、校内の様々な活動に「人権尊重教育」の視点

を取り入れ、取組を一層充実させることで、本校の目指す「社会の一員としての力」と「豊かな人間性」の育成に

努めています。 

 

視視点点１１  人人権権意意識識のの向向上上ののたためめにに  

【【総総合合的的なな学学習習のの時時間間】】  人人権権学学習習会会 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

視視点点２２  実実践践力力のの向向上上ののたためめにに 

【【特特別別活活動動（（学学校校行行事事））】】  人人権権講講演演会会・・ワワーーククシショョッッププ 

 

 

 

 

 

 

令令和和６６年年度度人人権権学学習習会会  

「性の多様性に関する講演会」 

 講師：柏市立藤心小学校 中光 理惠 校長 

 なぜダイバーシティが求められるようになったのか、近年の動向について

お話をしていただいたうえで、学習課題「性的指向に伴う人権問題」につい

てご講演をいただきました。 

 講演の中では事例を通して、普段の生活の中で有している様々な固定観

念、アンコンシャスバイアスにも気づくことができました。多様な性がある

とともに、互いを受け止めあえる社会を作るためには相手の気持ちを想像

し、知ろうとする姿勢を身に付けることが大切だと学ぶことができました。 

令令和和６６年年度度人人権権講講演演会会  

「補助犬が教えてくれたユニバーサルな世界」  

講師：松本 江理 様 （NPO 法人 日本補助犬情報センター 理事） 

 補助犬を切り口に、聴覚障害、ユニバーサルデザインについての講演をいた

だきました。補助犬の役割や生活の一部を実演していただき、それを支える法

律や制度があることを知ることができました。そのうえで、私たちにできるこ

とはあるのかを考え、その行動の根底には正しい理解が必要であることに気付

くことができました。一方、補助犬法があるにもかかわらず、ユーザーが同伴

受け入れ拒否にあっている人権問題があることを知り、「それはおかしい。」と

感じる人権感覚を養うこともできました。また、障害のある方の日常生活を身

近に感じる機会にもなり、補助犬をはじめとした工夫や仕組みを利用すれば、

社会参画ができること、補助犬や障害がある人のことを正しく知る機会になり

ました。講演を通して、すべての人々が安心して暮らせるために、正しい理解

のもと、自分にできることを発信したいという意欲を高めることができまし

た。 

「「ママナナーー講講習習会会」」  

講師：特定非営利活動法人 マナー教育サポート協会の方  々

 勤労留学（職業体験）を行う第2学年を対象に実施しました。どうしてマナ

ーが必要なのかを考えるとともに具体的に気をつけていくことなどご講演い

ただいた後に、各学級にてロールプレイを行わせていただきました。マナーは

「思いやり」というように相手のことを考えた行動様式であることを教わり、

「表情・みだしなみ・姿勢」の３点から将来、社会人として他者と接するため、

共に働くためにマナーを身に付ける必要性を考えることができました。ペアワ

ークやロールプレイなどを通し、マナーについての理解を深め、他者と関わる

中で相手の価値を尊重する態度を養う機会になりました。 

 

 

− 32 −

第
一
中
学
校



【【特特別別のの教教科科  道道徳徳科科】】    道道徳徳授授業業地地区区公公開開講講座座     

  

【【キキャャリリアア教教育育】】  全全校校ハハロローーワワーークク  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【【社社会会奉奉仕仕体体験験活活動動】】  

【【社社会会奉奉仕仕体体験験活活動動】】    地地域域ボボラランンテティィアア 

 

 

内内容容項項目目  「自他の生命の尊重」 
 

ねねららいい   いじめによって引き起こされる苦悩や後悔を理解すると共に、生命の尊さを理解し、かけがえの  

      ない自他の生命を尊重しようとする態度を育てる。 
 

授授業業展展開開  

〇自分が考える「いじめ」とはどんなことかを考える。 

 

 

   

 

 

 

〇①被害者の気持ちや②被害者を見守る家族の心情を考える。 

 

 

 
 

○いじめをなくすために、自分たちにできることを考え、話し合う。 

 

 

「朝の地域清掃活動」 

本校はアーケード商店街と隣接しており、日頃から様々な支援をいただいてい

ます。それに対して学校ができることはないかと、平成２５年度から始まったの

が、７時３０分からの毎朝の清掃活動です。ボランティア部と特別支援学級の生

徒、生徒会役員、他有志が参加しています。すれ違う地域の方々から「ありがと

う」、「寒い中ごくろうさま」など、言葉を掛けていただくこともあります。中

学生であっても地域の一員であるという自覚をもつきっかけになるとともに、地

域の方々と中学生、そして各学級と特別支援学級の生徒の交流の機会にもなって

います。この活動をとおして、自他の価値を尊重しようとする意欲や態度を育ん

でいます。令和４年度には「日本善行会春季善行表彰」をいただきました。 

本校では、キャリア教育の一環として「全校ハローワーク」を実施しています。 

生徒の希望や教職員の推薦等を基に、約２０職種の講師を招聘し、生徒は毎    

年その中から３つの講座を選んで受講します。生徒にとって、第一線で働く方々

から直接話を聞くことのできる貴重な体験です。また、将来の進路に夢や希望を

もち、その実現に向けて日々の学習に力を入れたり、社会貢献について考えたり

する機会となっています。平成２８年度からは「様々な職場で行われている人権

上の配慮」という視点でもお話しをいただいています。 

＜これまでにお話しいただいた職種＞ 

鍼灸師、宇宙航空研究者、ダンススクールコーチ、保険代理店社員、音楽家、俳優 

自衛官、新聞記者、声優、鉄道運転士、銀行員、消防士、アナウンサー、警察官 

自動車整備士、義肢装具サポートセンター職員、裁判官、建築家、弁護士、航海士 

気象予報士、調理師、美容師、保育士、キックボクサー、マジシャン、アロマセラピスト 

エステティシャン、プリザーブドフラワーアレンジメントデザイナー、ファッションデザイナー 

フォトグラファー、フードスタイリスト、システムエンジニア、イラストレーター、漢方薬研究者 

メイクアップアーティスト、キャンドルアーテイスト、グラフィックデザイナー、Webメディア編集者 

生徒の考え          ・悪口を言う   ・無視をする   ・物を隠す 

・暴力を振るう  ・仲間外れにする 
 
       

生徒の考え ①・辛い   ・耐えられない  ・学校に居場所がなくて悲しい  

                                                                                                                                                                                                              ②・いじめた人が許せない    ・辛く、悲しい  ・助けてあげられない 

 

生徒の考え ・見て見ぬふりをしない勇気をもつ ・信頼できる大人に相談をする 

      ・「大丈夫？」と声をかけたり、一緒にいてあげたりして一人にしない 
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陸上部 （試合会場にて） 英語部（活動風景）ソフトテニス部（試合会場にて）レクリエーション部（活動風景）

■進学実績 令和 年度

国立・都立・県立高等学校など

青井・青山・浅草・足立・足立新田・足立特別支援・足立西・足立東・荒川工科・王子総合・王子特別支援・小台橋・小山台

江北・北園・葛飾総合・蔵前工科・産業技術高専・芝商業・城東・新宿・墨田川・墨田工科・墨田特別支援・竹台・竹早・橘・千早

東京科学大学附属科学技術・戸山・日本橋・文京・本所・三田・向丘・目黒・六本木

私立高等学校など

岩倉・おおぞら・鹿島学園・北豊島・共栄学園・京華商業・国士舘・実践学園・修徳・淑徳・城西大学附属城西・翔洋学園

昭和鉄道・星槎国際・成立学園・青陵・駿台学園・創価・中央学院大学中央・東亜学園・東海大学付属甲府

東海大学付属高輪台・東京家政大学附属女子・東京成徳大学・東京文理学院・東洋・東洋大学京北・豊島学院・中村

二松学舎大学附属・ヒューマンキャンパスのぞみ・武蔵野・武蔵野星城・目黒学院・目黒日本大学・ルネサンス

■部活動

男女サッカー 男女ソフトテニス 男女バスケットボール 陸 上 レクリエーション ボランティア

男女バドミントン 女バレーボール 吹 奏 楽 美 術 英 語 防 災

サッカー部（試合会場にて）バドミントン部（活動風景）

■一中標準服
年度入学生より、新標準服となりました。

スラックス・スカート、リボン・ネクタイを全員選べます。

バスケットボール部（試合会場にて）

バレーボール部（試合会場にて）

美術部 （ポスター作製風景）ボランティア部（歳末募金活動）吹奏楽部（学習発表会）

防災部（あら ）

一中には合計１２の部活動があります。

日々の練習の中で、目標に向かって、仲間と共に、心身ともに鍛えています。
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道徳授業地区公開講座

)))

Ｉ－ＣＬＡＳＳ巡回指導

)))

学習発表会

)))

区連合体育大会

)))

下田移動教室

卒 業 式

)))

修学旅行

■■学学校校行行事事 

                                

 

  

  

 

  

 

 

 

 

     

   

 

 

 

 

 

  

 

１

学

期

始業式、入学式、対面式、生徒会ガイダンス、ＪＲＣ登録式、身体計測、六組校外学習、

離任式、区オーケストラ鑑賞教室、中間考査、読書週間、運動会、スポーツテスト、

3年修学旅行、開校記念日、生徒総会、期末考査、六組清里移動教室、学校説明会、

道徳授業地区公開講座、ボランティア地域清掃、土曜授業公開日、終業式、２年勤労留学、

Ｉ－ＣＬＡＳＳ巡回指導(通年)、あらかわ寺子屋(通年)、漢字コンテスト、

スペリングコンテスト、三者面談

２

学

期

始業式、総合防災訓練、全校ハローワーク、区連合体育大会、中間考査、セーフティ教室、

学校公開週間、読書週間、生徒会役員選挙、小学生部活動体験、１年清里移動教室、

六組都陸上競技大会、２年下田移動教室、区連合英語発表会、学習発表会(舞台発表)、

六組職場実習・職場見学、人権講演会、期末考査、三者面談、地域防災訓練、１年校外学習、

ボランティア地域清掃、土曜授業公開日、漢字コンテスト、計算コンテスト、終業式

３

学

期

始業式、読書週間、区連合展示会、学習発表会(展示)、都人権尊重教育推進校研究発表会、

六組校外学習、１年伝統文化鑑賞教室、２年上級学校訪問、薬物乱用防止教室、

３年校外学習、１年ＪＩＣＡ授業、ボランティア地域清掃、土曜授業公開日、

計算コンテスト、スペリングコンテスト、学年末考査、入学説明会、六組卒業生を送る会、

卒業式、修了式

運動会（3年ダンス）

)))

六組修学旅行

運動会（１・２年ソーラン節）

)))

清里移動教室

勤労留学

)))

全校ハローワーク

)))

運動会（3年ダンス）

入 学 式
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令和７年度令和７年度
School Guide 2 0 2 ５School Guide 2 0 2 ５

学 校 案 内学 校 案 内

ARAKAWA 3rd   JUNIOR HIGH SCHOOLARAKAWA 3rd   JUNIOR HIGH SCHOOL
人間尊重の精神に基づき、校訓「人間としてかがやく」を目指し、知性と感性に富み、 
健やかでたくましい生徒を育成する。
　　　  1　自らすすんで学び、考え、自分の判断で行動できる生徒
　　　  2　自他を尊重し、思いやりのある心豊かな生徒
　　　  3　心身ともに健康で、たくましく生きる生徒

校長　下斗米　八穂
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特　色
本校は平成１４年４月、汐入地区再開発事業に伴い、現在の校舎に移
転しました。「社会を構成する一員」としての自覚をもたせるために
特色ある教育活動を展開していきます。

「社会を構成する一員」としての自覚
　これからどのような社会に変容していこうとも、子どもたち自身が「社会を構成
する一員」であるという自覚をもって行動していくことは、次の社会を担っていく
上で大変重要なことです。
　そこで、①友達と討議できること、②自分の可能性を肯定的に受け止めること、
③必要・有益・正確な情報を見極め取捨・選択できること、④自分の立場や役割の
責任を果たすこと、⑤様々な文化や価値観・考え方を理解しようとすること、⑥一
面的な見方で解決できない課題に対して悩むことができること、⑦自分の考えや主
張を適切で説得力ある表現で述べることができること、などの資質・能力を育成す
るため、様々な教育活動を推進してまいります。

●ノーチャイム制の導入
　時間は誰かに知らされるものではなく、自分で把握して管理するものです。

●小グループの討議
　全ての教科で、まず自分の考えをもたせた上で、他者の意見を聞き、自分の考え
を伝え、再び自分の考えについて振り返るという「討議する授業」を積極的に実施
しています。

●連携型小中一貫教育
　小学校の学習成果の上に中学校の学習は成り立ちます。教員は小学校教育と児童
の実態を知る必要があるとともに、生徒は児童と触れ合うことにより、自分の可能
性を肯定的に受け止めることができます。

●特別支援教室  I-CLASS
特別支援教室「I-CLASS」は、生徒が他校に移動することなく、巡回指導教員の

指導を、週に2時間程度校内で受けることができます。特別支援教室では、I-CLASS
では一人ひとりの課題に応じ、個別指導と小集団活動を行っています。

●特別支援学級  三組
令和3年度に開級した特別支援学級「三組」は、少人数学級の良さを生かし、一人
ひとりを大切にしたきめ細やかな教育活動を行っています。また、三組生徒一人ず
つに交流学級を設け、通常の学級の生徒との交流及び共同学習を推進しています。

●「特別の教科　道徳」の研究
　数年前の「道徳の時間」とは違います。「正しいことだと分かっているけど、自
分はできるかと言われると自信がない」「どちらも重要だけど、どちらにも問題が
ありどうしたらいいか分からない」など我々大人でもよく直面する場面について、
子どもたちは葛藤します。

●学校図書館学習・情報センター化
　書籍やネットから様々な情報を入手し、それらの情報の信憑性・有益性などを吟
味しながら課題解決を図っていく授業を実施しています。

小学生への読み聞かせ

学校図書館授業

小グループ討議

荒川区中学校連合体育大会

合唱コンクール
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